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　６月定例議会では、避難所運営や被害認定調査などにかかる
被災地支援のための補正予算を可決しました。また、９月１日
は防災の日です。日頃から、備蓄品の準備や避難経路・場所の
確認、住宅耐震化など、災害への備えを進めておきましょう。
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６月定例議会の概要

月定例議会を、６月５日から６月28日までの24日間の期間で開催しました。まず、初日の６

月５日には、「令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）」など７件の議案が市長から提

出され、提案説明が行われました。

　13日には、提出議案に対する質疑を行い、13日、14日、17日及び18日には、13名の議員が一般質

問を行いました。

　18日には、議案７件を各委員会に付託しました。18日、20日、21日及び26日には、各委員会で付

託議案の審査などを行いました。

　最終日の28日には、各委員長から付託議案について審査結果の報告があり、１名の議員が討論を

行った後、採決の結果、議案７件はいずれも可決しました。次に、請願について総務委員長から審

査報告があり、採決の結果採択しました。また、委員会発議案１件の意見書案が提出され、提案説

明の後、採決の結果、委員会発議案は可決しました。続いて、議員発議案１件の意見書案が提出され、

提案説明のあと、採決の結果、議員発議案は可決しました。次に、鈴鹿亀山地区広域連合の在り方

について調査研究することを目的に、８名の委員をもって構成する「鈴鹿亀山地区広域連合検証特

別委員会」の設置を決定し、委員の選任を行いました。その後、「鈴鹿市教育長の任命同意について」

など２件の議案が市長から追加提出され、提案説明の後、採決の結果、いずれも同意することに決

定しました。

　最後に、８月26日までを休会とすることを決定し、散会しました。

令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）など 11議案を可決

６

各委員会での主な議案審査状況

　地方税法等の一部改正に伴い、固定資産税および都市計画税のわがまち特例を

導入するなどについて、所要の規定整備を行うもの。

議案第53号　鈴鹿市税条例の一部改正について 

　一体型滞在快適性等向上事業（※）を広げていくに当たって、どのようなこと

を検討するのか。

　一体型滞在快適性等向上事業の事業区分は、都市再生整備計画の区域内に入る

ものの中でこの軽減措置の区域が指定されている。その中で、今後、軽減措置と

して、民地のオープンスペース化や既存建物低層部のオープン化を進めた上での

軽減措置とする予定である。

※官民一体で「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくりを目指す区域（滞在快適性

等向上区域）において、市町村による公共施設の整備・管理と一体となって、土地所

有者等が交流・滞在空間を創出する事業。

質 　疑

答 　弁

固定資産税・都市計画税のわがまち特例を導入

総務委員会

６月21日

(午後)

６月21日

(午前)

【概 要】
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※ハッカソンとは、システムの解析や改良を意味する「ハック」と「マラソン」を組み

合わせた造語。特定のテーマに対して、プログラマーや設計者などソフトウェア開発

の関係者がチームを組み、一定期間集中的にプログラムの開発やサービスの考案を行

い、その成果を競う催し。

６月21日

(午後)

６月21日

(午前)

予算決算委員会
　予算の審査は、総務・文教環境・地域福祉の各分科会に分かれ、詳細な審査を行いまし
た。その後、予算決算委員会の全体会においては、各分科会から審査の経過と結果の報告
を受け、審査を行いました。

　講師の謝金30万円、講師の旅費18万円、記念品代10万円、イベント参加者の旅

費90万円を見込んでいる。講師は６人を想定している。 

　総合計画2031の将来都市像「ひとがつながりＤＸで未来を拓く＃最高に住みや

すいまち鈴鹿」を具現化するため、「すずか未来デザインＬＡＢＯ」の取り組み

のひとつとして、イベント「全国の高専生を対象としたハッカソン（※）」を開催

する経費を計上するもの。  

　報償費148万円の内訳は。また、講師の人数は。

議案第50号　令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）  

〇すずか未来デザインＬＡＢＯ事業費　210万円 

質 　疑

答 　弁

　高専は全国に58校ある。募集方法は、鈴鹿工業高等専門学校の学生と打ち合わ

せを行い、効果的な周知方法を一緒に考えていきたい。また、参加方法については、

２人から４人のチームでの参加を想定している。

　高専の数および募集方法は。質 　疑

答 　弁

　準備期間は短いが、全員で協力して、業務の平準化を図っていきたい。過度に

特定の職員に負担がかかるというようなことは、控えていきたいと考えている。

　準備期間が短いが、過度な残業は発生しないか。質 　疑

答 　弁

　ハッカソンにスローガンをつけて開催することが多いが、そういったものに活

用できないかを考えている。また、効率的な情報発信にも活用できればと考えて

いる。鈴鹿工業高等専門学校の学生達と一緒になって、企画の段階から取り組む

ため、生成ＡＩは、あくまでも補助的な役割として考えていきたい。

　生成ＡＩの活用については。質 　疑

答 　弁

総 務 分 科 会

全国の高専生を対象としたイベントを開催

【概 要】
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　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づき、情報システムの標

準化・共通化を実施するための通信環境整備に係る経費を計上するもの。

　各ベンダー、関係各課と協議を密にし、令和７年度末までに標準システムへの

移行を完了する見込みである。

　情報システムの標準化は情報政策課が担当するのか。 

　昨年度に、情報政策課が情報システムの標準化について課題および方針をまと

めている。それに基づいて本市における標準化を進めていく。補助申請は、情報

政策課がとりまとめて一括で行うため、情報政策課が司令塔となり進めていく。

質 　疑

答 　弁

　情報システムの標準化は予定通り進めていけるのか。 質 　疑

答 　弁

情報システムの標準化・共通化の実施のために通信環境を整備

【概 要】

〇情報システム共通費　1,630万5,000円 

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震について、大規模災害発生に伴う被

災地支援を行うもの。

　支援のために被災地へ派遣する人数はどのくらいか。

　避難所運営支援は８人、被害認定調査は１人、公費解体業務は２人の派遣を行

う。

質 　疑

答 　弁

令和６年能登半島地震の被災地を支援

【概 要】

〇被災地支援事業／令和６年能登半島地震支援費　48万7,000円 

被災地支援の様子

総 務 分 科 会
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６月20日

　補助金の対象外となる経費として、ソフトウェアのライセンス使用料とハード

ウェアがあることから、市の負担分として計上している。

　「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき、「情報システム

の標準化・共通化」を実施するための総合住民情報システム（学籍就学・就学援

助システム）の標準化対応業務に係る費用を計上するもの。

　一般財源からの持ち出し分が４分の１強となっているが、市の負担分となるの

か。

議案第50号　令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）

〇就学事務費　549万9,000円

質 　疑

答 　弁

　標準の仕様書に基づいて、今後システムが構築されるので、それぞれの自治体

の特徴がしっかりと引き継がれるようにしていきたいと考えている。本市独自の

就学援助制度の基準は継続できると確認している。

　情報システムの標準化となっているが、本市独自の就学援助制度の基準は継続

できるのか。

質 　疑

答 　弁

就学援助システムなどの標準化を実施

文教環境分科会

【概 要】

地域福祉分科会

６月21日

　人工内耳用充電池については、限度額は１万7,600円で両耳が必要な方４人を

想定し予算計上している。人工内耳用充電器については、上限額が３万3,000円で、

４人を想定している。これらについては、県内他市町の実績や本市の実情に応じ

て設定をした。

　日常生活用具の給付対象について、聴覚および視覚障がい者の情報・意思疎通

支援用具の追加などに係る経費を計上するもの。

　人工内耳用充電池については、何人分を想定しているのか。

議案第50号　令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）

〇補装具給付等事業費／日常生活用具給付等事業費　95万8,000円

質 　疑

答 　弁

　周知は、広報すずかで行うほか、医師会を通じて耳鼻科などに対して案内を行

う予定である。手続きは、申請書に各メーカー等の見積書等を添えて申請いただ

く方法を考えている。

　周知方法や手続はどうなるのか。質 　疑

答 　弁

日常生活用具の給付対象を追加

【概 要】
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　「こども未来戦略」に基づく、児童手当の制度改正が行われることに伴い、児

童手当給付事務の円滑な実施に向けた必要な経費および「地方公共団体情報シス

テムの標準化に関する法律」に基づく、情報システムの標準化・共通化を実施す

るための経費を計上するもの。

　児童手当の支給はどのように変わるのか。

　児童手当法の改正により、児童手当の支給内容が変更される。主な点は４点あ

り、１点目としては、受給者の所得制限を撤廃し、全員を給付の対象とする。２

点目として、支給期間について、従来中学生までであったものを、高校生世代ま

で延長する。３点目は、第３子以降の支給額を月額３万円に増額する。４点目と

して、支給月を、従来４か月に１回であったものを、２か月に１回の年６回に変

更する。

質 　疑

答 　弁

　新たに児童手当の対象となる人数は。

　新規の支給対象者として6,300件を見込んでいる。そのうち高校生世代として

5,600件、所得制限の撤廃による新規対象者として700件を想定している。

質 　疑

答 　弁

　浪人をした大学生や、大学院生などについては、第３子のカウント方法はどう

なるのか。

　上の子が 22歳の年度末までに拡大され、かつ、その子に対して親などの経済的

負担がある場合は、第３子のカウントの対象となる。よって、23歳の大学生や大

学院生は第３子カウントの対象外である。

質 　疑

答 　弁

　新規対象者への周知方法と支給までの流れは。

　７月を目途に申請の勧奨を行う。方法は広報すずかへの掲載やウェブサイトで

行うほか、対象者へ認定申請について郵送に

てお知らせをする。また、認定申請を要しな

い方への対応としては、金額の改定作業を行

う。並行してシステムの改修を行い、法改正

後の10月分から新たな内容で支給を開始して

いく。なお、10月分については12月に支給さ

れる。

質 　疑

答 　弁

　高等専門学校の生徒については、児童手当

の対象となるのか。

　高等専門学校の生徒についても、高校生年

代の18歳の年度末までが手当支給の対象とな

る。

質 　疑

答 　弁

児童手当制度改正に伴う児童手当給付の円滑な実施

【概 要】

〇児童手当／児童手当給付費・児童手当給付事務費　4,602万2,000円

地域福祉分科会



2024.8.20 鈴鹿市議会だより ７

　新型コロナウイルスワクチンの定期接種化に伴い、65歳以上の方及び60歳から

64歳の基礎疾患を有する方を接種対象者として、秋冬の予定で予防接種を開始す

る。１人当たり接種費用１万5,300円（2,100円（自己負担額）＋１万3,200円（公

費負担額））とし、想定接種者数を65歳以上人口の50％（令和６年度中に65歳に

なる方を含む。２万6,492人）として、公費負担分を医療機関に支払う委託料と

して計上するもの。

　新型コロナウイルスの接種ワクチン用の冷凍庫はその後どうなったのか。

　超低温冷凍庫については、国から貸与されたものであるが、令和６年３月31日

で特例臨時接種が終了したことに伴い、その取り扱いや処分の方法については、

各自治体の備品の取り扱いとなる旨の通知があった。本市では、鈴鹿医療科学大

学で活用していただいている。

質 　疑

答 　弁

　以前の新型コロナウイルスワクチン予防接種時のように、市からの郵送案内は

行うのか。

　今後は、以前のような接種券は郵送しない。接種対象者には、インフルエンザ

などの予防接種と同様に、広報すずかや市ウェブサイト、ＳＮＳなどで周知を行

う予定である。

　今後、国の交付税措置はあるのか。

　３割が地方交付税措置となる。

質 　疑

答 　弁

質 　疑

答 　弁

　この秋から接種するワクチンの情報については、市はどのように得るのか。

　国からの通知により情報を得る。その他、製造販売業者であるファイザー社や

モデルナ社の地域担当の方から、市場での販売状況や、どのようなワクチンが秋

から開始されるかなどを聞き取ったり、情報提供をいただいている。

質 　疑

答 　弁

　今回から予防接種費用の一部を自己

負担とした理由は。

　高齢者を対象とする季節性インフル

エンザや肺炎球菌ワクチンの予防接種

についても自己負担額を設定してい

る。また、近隣の市町も新型コロナウ

イルスワクチンの定期接種化に伴い、

同じように自己負担額の設定を予定し

ていることから、整合性を図るため、

自己負担額を設定した。

質 　疑

答 　弁

高齢者世代等への新型コロナワクチン定期予防接種を実施

【概 要】

〇定期予防接種費 ３億4,969万5,000円 

地域福祉分科会
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議 決 一 覧 （６月定例議会）

【○：賛成　×：反対】

鈴鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

再審法改正を求める意見書

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

会派名

（　）は所属議員数

議 案　など

令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第１号）

令和６年度鈴鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和６年度鈴鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

鈴鹿市税条例の一部改正について

鈴鹿市手数料条例の一部改正について

訴えの提起について

鈴鹿市教育長の任命同意について

鈴鹿市農業委員会委員の任命同意について

原案可決

〃
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〃
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議決結果

議長は原則として採決に加わりません。

委員会発議案
第２号

○　○　○　○　○　○　○ 原案可決

討論 （要旨）

＜議案第50号～議案第56号について＞

討論は議案に対する賛否の態度、考え方を明らかにするものです (討論順 )。

※ 可決した１件の意見書は、国会および国の関係省庁に提出しました。

防災・減災、国土強靱化対策の拡充を求める意見書
議員発議案
第１号

○　○　○　○　○　○　○ 原案可決

※ 可決した１件の意見書は、国会および国の関係省庁に提出しました。

※１　田中通議員は賛成、南条雄士議員は反対。

「再審法改正を求める意見書」の提出を求める請願書請願第２号 ○　○　○　○　　　○　○ 採択※1

　マイナンバーカードは任意であり、非保有者も

混乱なく医療を受けるために現行保険証を残すべ

き。補助金や診療報酬増などで、医療

機関にも患者にマイナ保険証使用を誘導

させ、実質的に強要させるやり方に反対。

議案第51号に反対 その他議案は賛成

高橋　さつき 議員
諸　派

（日本共産党）
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一般質問 （要旨）
一般質問は、定例議会において提案された議案に関係なく、
市の一般事務について市の方針をただすものです。

◎：会派等代表者 採決時の会派等構成員一覧です。

新 緑 風 会

自由民主党鈴鹿市議団　

市 民 の 声

諸派（公　明　党）

諸派（鈴　　　和）

諸派（日本共産党）

無 所 属

無 所 属

　

 ◎中西　大輔　　市川　哲夫　　薮田　啓介　　市川　　昇　　藤井　栄治

 ◎藤浪　清司　　船間　涼子

 ◎田中　　通　　南条　雄士　　

 ◎石田  秀三　　高橋さつき

 　矢田真佐美

 　池上　茂樹（議長）

 ◎河尻　浩一　　大杉　吉包　　水谷　　進　　山口　善之　　山中　智博　　曽我　正彦

 　加藤　公友　　松葉谷光由

（質問）飼い犬(畜犬)登録数、予防注射接種数、

接種率、未接種数、適正な登録内容の管理と予

防接種率を改善する対策について尋ねる。

（答弁）令和５年度は登録数１万4,244頭、予防

注射接種数9,067頭、接種率63.7％、未接種数

5,177頭。未接種数には死亡や飼い主の転出など

で登録変更されないものも一定数含まれる。今

後、ＳＮＳによる啓発の充実、返送された接種

案内通知の追跡調査により、適正な登録の指導

を徹底するなど改善を進める。

その他の質問  〇時間外労働の是正   

〇上下水道の維持管理・更新

狂犬病予防について

藤浪　清司 議員諸派（公明党）

（質問）本年度から健康づくり課が地域医療推進

課と子ども保健課に組織改編されたがメリット

は何か。また本市で開業いただいている小児科

などの医院・診療所の継続のための施策はどう

なっているのか。

（答弁）母子保健機能と児童福祉機能を併せ持つ

鈴鹿市こども家庭センターとして一体的な連携

を強化し、子どもと子育て世代への途切れのな

い支援を推進する。また、将来的に開業小児科

医師の不足も懸念されることから国や

県に対し小児科医師の確保や医師の地

域偏在などの対策を要望していく。

鈴鹿市の医療体制について

薮田　啓介 議員

（質問）子ども条例策定のスケジュールをこども

基本法、こども大綱、こどもまんなか実行計画

など国や県の動向を踏まえ見直し、議論を行っ

てはどうか。条例策定で子ども・若者の参画と

意見表明は不十分と考えるため尊重して取り組

む考えはあるか。

（答弁）国や県の動きを随時確認することを念頭

に置きつつ現在のスケジュールで条例制定に取

り組み、より実効性のある施策を推進する。条

例制定後も子どもの意見表明や社会参

画の機会の確保に向け取り組む。

その他の質問 〇学校規模適正化・適正配置

子ども政策について

（質問）水道水における有機フッ素化合物「ＰＦ

ＯＳおよびＰＦＯＡ」は、人体への有害性が指

摘されており、アメリカでは基準値を１リット

ル当たり４ナノグラムに決定した。本市の基準

値、数値開示および今後の対応を問う。

（答弁）本市では国に準じ１リットル当たり50ナ

ノグラム以下を基準値としており、これまでの

水源地での最大値は10ナノグラム、平均値は５

ナノグラム未満であった。今後は上下水道局の

ウェブサイトで数値開示するととも

に、国の動向を踏まえ対応していく。

その他の質問 〇地域公共交通

鈴鹿市の上水道について

藤井　栄治 議員

市 民 の 声

市 民 の 声 市 民 の 声中西　大輔 議員

 ◎宮木　　健　　野間　芳実　　森　喜代造　　森　　雅之　　太田　龍三　　田中　淳一

 　桐生　常朗
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（質問）発災直後の対策として対策本部や避難
所、救護所の設置について、また市民への情報

周知、建物被害への被災者支援について問う。

（答弁）南海トラフ地震が発生した場合、全職員
が参集し災害対応を行う。また、職員は現場派

遣を含む可能な限りの手段を講じて被害状況の

収集を行い、市長を本部長とし、平時の組織体

制と命令系統をベースに災害に対応する。18か

所に救護所を設置し、医師会等と連携

し医療救護活動を実施する。仮設住宅

等各種制度の手続がスムーズに進むよ

う被災者支援に努めていく。

令和６年　夜間に南海トラフ地震に鈴鹿
市が被災したら

矢田　真佐美 議員無 所 属

（質問）万博は本年３月、土壌から発生したメタ

ンガスに溶接工事の火花が引火し爆発事故が発

生した。毎日２トンのメタンガスが発生し、今

後どこでも爆発の危険がある。下見もなく避難

計画もない万博は安全が保障できず学校行事に

適さない。早急に適切な場所に変更すべき。

（答弁）来場を予定している中学校は３校、検討

中は小中学校合わせて10校。安全確保が困難と

判断された場合、行先変更も選択肢の一つとし

て適切に対応する。

その他の質問 〇学校給食費 〇子ども

の養育費確保の支援

大阪・関西万博の学校招待について

（質問）市教育委員会の「スクールバス導入調査

報告書」は、南部の天栄中校区と西部の鈴峰中

校区を対象とした学校の統廃合を進める方向に

沿って出されている。南部３小学校の統廃合問

題が議論の途中であるが、その先の何も話がな

い鈴峰中校区までも既定事実のように扱うやり

方は早計ではないか。

（答弁）学校再編の課題の１つとして、スクール

バス導入の検討に当たり、過少規模校の見込み

となる学校も対象地域に選定し、幅広

くシミュレーションを行っている。

その他の質問 〇住民税非課税世帯

学校再編に関する問題について

（質問）本市のＴＮＲ活動に関する取り組み、ま

た、避妊・去勢手術の取り組みについて伺う。

（答弁）令和５年度に三重県が実施したＴＮＲ活

動により本市で保護され避妊・去勢手術を施さ

れた猫は95匹で、県と連携、協力して動物愛護

管理に関する市民からの問い合わせや相談など

に対して情報の共有を図るとともに、広報など

で啓発を行っている。また、本市は飼い猫のみ

を対象としていた避妊・去勢に係る手術費用の

一部助成を、今年度から飼い主のいな

い猫にも拡充している。

その他の質問 〇市南部地域の取り組み

ペット対策について

市川　哲夫 議員

（質問）一般会計当初予算が毎年増加するが、人

口減少と少子高齢化が加速し将来自主財源の減

少が予測される中、これから市はどのように予

算編成を描いていくのか、市の財政のこれから

の見通しと展望についてお聞きしたい。

（答弁）市民生活に必要な都市機能を維持確保し

質の高い市民サービスを提供していくためには

行政コスト削減だけでなく、人口減少抑止策と

して掲げた基本施策を推進していくための事業

などに効果的に予算配分を行い、持続

可能な行政経営に努める。

その他の質問 〇鈴鹿市の文化行政

鈴鹿市の財政について

市川　昇 議員市 民 の 声

市 民 の 声

（質問）①放課後等デイサービス事業の現状につ

いて、②５歳児健診について、③児童虐待と支

援について、伺う。

（答弁）①放課後等デイサービスは年々需要が増

加している。事業所により支援内容に違いが見

られる中、事業所と連携し、質の向上に努めて

いる。②５歳児健診は本格実施から５年が経過

し、一定の方向も確立してきた中で、改善方法

の検証を行い、途切れのない支援の充実を図

る。③児童虐待と支援では、養護相談

のさらなる充実を図り、虐待事案の減

少を図る。

子どもたちに係る福祉について

河尻　浩一 議員新 緑 風 会

石田　秀三 議員
諸　派

（日本共産党）

諸　派
（日本共産党） 高橋　さつき 議員
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（質問）本市都市周辺部からの市外および市内都

市部への人口流出対策、18歳人口の流出対策な

らびに土地利用を含めた地域課題解決や地域ビ

ジョンを描くことを共に考える市の部局は。

（答弁）若者の市内雇用に向けチーム鈴鹿で取り

組むとともに、人口減少対策、子育て支援、Ｄ

Ｘ推進をプロジェクト事業としてパッケージ化

し市内外にプロモーションする。地域ビジョン

を描く際には、課題の特性に応じて地域振興

部、関連部局が連携し対応する。

その他の質問 〇質の高い公共サービス

提供のための人材の確保

人口減少社会への対応について

曽我　正彦 議員新 緑 風 会

（質問）子どものインターネット利用率の増加が

著しく、いじめやトラブルの起因となってい

る。子ども達が最善の利益を得るため、問題の

防止と安全を守る対策について問う。

（答弁）インターネット上の問題について学校内

だけでは対応できない場合が多いため、教育委

員会や警察などと連携しながら対応できる組織

体制を整備している。学校においては「未然防

止・早期発見・適切かつ迅速な対処」の３つの

局面において取り組みを進めている。

その他の質問 〇シニア世代の社会参加

と活躍 〇災害関連対応の備え

デジタル時代の子どもの最善の利益

船間　涼子 議員

（質問）鈴鹿市は縄文海進の影響で、砂や砂礫の

地盤が広範囲にわたる。鈴鹿市の液状化への現

状認識を問う。そして今後の地盤改良などへの

補助制度の創設を提言する。

（答弁）液状化の危険性周知は重要で、市ウェブ

サイトに液状化危険度マップを掲載するほか、

地理情報で液状化危険度の詳細を調べられる。

液状化の対応は重要であるが、市民の生命を守

ることを最優先に考え、まずは、旧耐震基準の

木造住宅の耐震化に取り組む。

その他の質問 〇鈴鹿市考古博物館と大鹿

氏 ○子どもの医療費の助成に係る付加給付

液状化への対応

田中　通 議員

諸派（公明党）

諸派（鈴　和）

各委員会での主な議案審査状況、

討論および一般質問の記事に掲載

しているＱＲコードをスマート

フォンで読み取っていただくと、

動画（YouTube）をご覧いただけ

ます。
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常任委員会の所管事務調査事項が決定

総 務 委 員会

　現在、行政評価は、トータルマネジメントシステムの中に組み込まれているが、これらの

中に第三者機関や市民公募で選ばれた市民による外部評価を実施している自治体もあるため、

より効果的な評価プロセスについて調査研究を行います。 

　総務・文教環境・地域福祉・産業建設の４つの常任委員会では、それぞれの所管事務について調

査研究を行っています。調査研究した成果は、次年度の予算編成や政策決定の参考として市政に反

映されるよう、例年１月中旬ごろに市長に対し提言します。

　なお、令和６年度に各常任委員会において調査する事項は、次のとおり決定しました。

１　行政評価について 

　職場でのハラスメントや市民から職員に対してのハラスメントの防止対策を進めていく必

要があり、内閣府の男女共同参画局では、政治分野におけるハラスメント防止の取り組みを

行っていることから、これらのハラスメントについて調査研究を行います。

２　ハラスメントについて

　本市では、今年度、自治体ＤＸ推進計画の実現に向けたロードマップを策定するとともに、

ＤＸ推進監を委嘱し、専任の部署を設置しているが、進捗状況を随時確認するためにＤＸ推

進について調査研究を行います。

３　ＤＸ推進について

桐生 常朗 森　 雅之

委員長

中西 大輔

副委員長

曽我 正彦 山中 智博 薮田 啓介 田中　 通

文 教 環 境 委 員会

　少子化が進む中で、一定の集団規模を確保するための、統合を踏まえた義務教育学校を設

置することによる、児童生徒への教育的効果について調査研究を行います。

１　統合を踏まえた義務教育学校の在り方について

　特別支援教育の観点を踏まえ指導を行うことにより、現在の学校教育が抱えているさまざ

まな課題の解決につながることから、特別支援教育の観点を活用することによる教育的効果

について調査研究を行います。

２　特別な支援を要する子どもたちについて
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田中 淳一 藤浪 清司

委員長

河尻 浩一

副委員長

加藤 公友 南条 雄士 石田 秀三 矢田 真佐美

太田 龍三 宮木　 健

委員長

水谷　 進

副委員長

藤井 栄治大杉 吉包 船間 涼子 高橋 さつき

地 域 福 祉 委 員会

　近年、保育現場の負担は増加しており、保育士の負担軽減を図る必要があるとともに、多

様化する保育のニーズにも対応していくことが求められているため、保育士への支援体制を

見直し、公立保育所の今後の在り方や役割などについて調査研究を行います。

１　子育て支援について

　生活の中で直面する生きづらさが複雑化・多様化する中で、介護、障がい、子育て、生活

困窮の各分野では支援が難しい方に寄り添った相談や支援を行うために、重層的支援体制整

備事業は重要な取り組みです。そのため、昨年度までの調査研究を踏まえながら、重層的支

援体制整備事業の今後の課題の把握、また改善に向け、調査研究を行います。

２　重層的支援体制について

　文化芸術は、人生を豊かにするものであり、心豊かで潤いのある生活を送る上で重要な役

割を担っていることから、市民が文化芸術に触れる機会の増加を図れるような施策について

調査研究を行います。

３　文化振興の取組について

　施設の老朽化や今後の超高齢化社会による将来需要に対応するとともに、ペット葬などの

市民ニーズを踏まえた誰もが利用しやすい斎苑の在り方について調査研究を行います。

４　斎苑について

　誰もが認知症になるリスクを有する今日、認知症の発症を抑えることや、認知症を早期発

見し、治療・支援につなげ、進行を緩めることが重要であるため、予防のための検診や早期

発見につながる取り組みなどについて調査研究を行います。

３　認知症への取組について 
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産 業 建 設 委 員会

各常任委員会例月開催日のお知らせ

　野生鳥獣による農作物被害が深刻化・広域化していることから、地元と行政が一体となっ

て行う鳥獣被害対策の取り組みについて、調査研究を行います。

２　鳥獣被害対策について 

　本市の公共交通空白地域における市民の移動ニーズに応えるため、予約運行を行うデマン

ド公共交通システムについて、調査研究を行います。

１　デマンド公共交通について

　本市の公共施設は、築30年以上経過の建築物が多く、今後一斉に更新時期を迎えることか

ら、公共施設の計画や施設の在り方について、調査研究を行います。 

３　公共施設マネジメントについて 

　市街化調整区域において、その地域の実情に応じた計画的な土地利用を図るため、優良田

園住宅制度をはじめとした諸制度などについて、調査研究を行います。

４　土地活用計画について

市川　昇 市川 哲夫

委員長

山口 善之

副委員長

松葉谷 光由 森 喜代造 野間 芳実

総 務 委 員 会 第１月曜日 文教環境委員会 第１火曜日

地域福祉委員会 第１月曜日 産業建設委員会 第１水曜日

（注）各常任委員会の例月開催日は変更になる場合がありますので、最新の情報は議会事務局にお問い

　　 合わせください。
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　特別委員会は、常任委員会の例外をなすもので、２つ以上の常任委員会の所管に属するもの

や、案件が重要で１つの常任委員会の負担に耐えられないものなど、特定の事項を調査または審

査する場合に、議決により設置が可能です。

　今回、６月28日の６月定例議会本会議において、鈴鹿亀山地区広域連合の在り方について調査

研究するため、８名の委員をもって構成する「鈴鹿亀山地区広域連合検証特別委員会」の設置を

議決し、設置が決定しましたので、お知らせします。

鈴鹿亀山地区広域連合検証特別委員会

　鈴鹿亀山地区広域連合の在り方について。

〇調査項目

　鈴鹿亀山地区広域連合の在り方について調査研究することを目的とする。

〇設置目的

　令和６年６月28日から調査または審査が終了し、議長に報告書を提出するまでの期間。

〇設置期間

森　 雅之 加藤 公友 石田 秀三

委員長

桐生 常朗

副委員長

曽我 正彦 田中　 通中西 大輔 船間 涼子

鈴鹿亀山地区広域連合検証特別委員会を設置

　鈴鹿亀山地区広域連合検証特別委員会の

様子はYouTubeでライブ配信しています。

YouTubeは市議会ウェブサイトから視聴する

ことが可能ですので、ぜひご覧ください。

鈴鹿亀山地区広域連合検証

特別委員会 YouTube ページ

鈴鹿亀山地区広域連合検証特別委員会の様子（YouTube）

（注）スマートフォンなどによる視聴は、パケット通信料定額制の加入契約をしていない場合、通信業者から

　　 高額な料金を請求される場合がありますので特にご注意ください。

YouTubeでライブ配信しています
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　議場の傍聴席にて音声を聞き取り

にくい方には、ヘッドホンを貸し出

していますので、議会事務局へお申

し付けください。

　また、手話通訳や要約筆記をご希望の方は、事前

に議会事務局へお申し付けください。

火

　
火

水

水

木

金

月

　
火

木

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

本会議場：定員53名 委員会室：定員10名

議会に来られなくても…議会にお越しください

●本会議をライブ中継しています
　本会議の様子をケーブルテレビ（ＣＮＳ・112ch）

とYouTubeでライブ中継しています。放送時間は午

前10時（開会時間）から会議の終了までです。

　委員会などの様子をYouTubeでライブ中継してい

ます。ライブ中継の対象会議は、常任委員会・特

別委員会・全員協議会です。

●委員会などをライブ中継しています

　ライブ中継した本会議や委員会などの録画映

像をYouTubeで配信しています。

※録画映像のアップロードには数日を要します。

●録画映像も配信しています

●会議録でもっと詳しく

YouTubeは市議会ウェブサイト

からご覧いただけます。

　会議内容の詳細は、会議録をご覧ください。

会議録は、市役所本館14階の議会図書室と４階

の情報公開コーナーで閲覧ができます。また、

市議会ウェブサイトでも公開しています。

※６月定例議会の会議録は、８月下旬に配置予定です。

●傍聴の手続き方法
　本会議や委員会などの傍聴をするときは、市役所本

館14階の議会事務局で傍聴券を受け取ってから入室し

てください。本会議の傍聴受け付けは先着順です。本

会議以外の傍聴受け付けは、開会30分前から開始し、

同10分前に締め切ります（締め切り時点で傍聴希望者

が定員を超えた場合は、抽選により決定します。）。

　なお、会議の開催予定は、市議会ウェブサイトや市

役所掲示板などでお知らせします。

●音声を聞き取りにくい方に

８・９月の会議日程 （注）日程は変更になる場合があります。

10:00

10:00

10:00

　
10:00

10:00

10:00

10:00

８月 ９月

９月

13日

17日

18日

　
19日

20日

25日

26日

金

火

水

　
木

金

水

木

議会運営委員会

議会改革特別委員会

本会議(提案説明)

議会運営委員会

本会議(質疑・一般質問)

本会議(一般質問)

本会議(一般質問)

本会議(一般質問)

議会運営委員会(本会議終了後)

各派代表者会議(議会運営委員会終了後)

本会議(一般質問・追加議案等・委員会付託)

予算決算委員会(本会議終了後)

文教環境委員会(分科会)

産業建設委員会(分科会)

総務委員会(分科会)

地域福祉委員会(分科会)

文教環境委員会(分科会)※

産業建設委員会(分科会)※

総務委員会(分科会)※

地域福祉委員会(分科会)※

常任委員会予備日※

予算決算委員会

各派代表者会議(予算決算委員会終了後)

広報広聴会議(各派代表者会議終了後)

議会運営委員会

本会議(委員長報告・討論・採決)

全員協議会(本会議終了後)

議会だより編集会議(全員協議会終了後)

20日

　
27日

28日

４日

５日

６日

９日

　
10日

12日

10:00

13:00

10:00

14:00

10:00

10:00

10:00

10:00

　

10:00

10:00

※常任委員会の進行状況により、開催しない場合があります。

皆さまのご意見などをお聴かせください
　市議会や市議会だよりに対する皆さまのご意見・

ご提案・ご要望をお聴かせください。今後の議会

運営の参考にさせていただきます。

鈴鹿市議会事務局
〒513-8701  鈴鹿市神戸一丁目18番18号
TEL：059-382-7600　FAX：059-382-4876
E-mail : giji@city.suzuka.lg.jp

宛先は


